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CS型TKAにおける脛骨前方引き出し移動量と臨床成績との関係について
渭川徹秀、万代幸司、前田真吾、増田翔、岡崎史朗、
山田修司、吉村知華、大橋弘嗣、乾健太郎

第52回日本人工関節学会 2022年2月

金属オーグメントを使用した人工股関節置換術の治療成績
増田　翔、大橋弘嗣、吉村知華、山田修司、岡崎史朗、
前田真吾、渭川徹秀、乾健太郎

第52回日本人工関節学会 2022年2月

Dual  Mobility Cupを使用した人工股関節全置換術後の成績
山田修司、大橋弘嗣、吉村知華、前田真吾、増田翔、
渭川徹秀、乾健太郎

第52回日本人工関節学会 2022年2月

Dual Mobility Cupを使用した人工股関節全置換術後に頻回脱臼を来した一例
吉村知華、渭川徹秀、岡崎史朗、山田修司、
前田真吾、増田翔、乾健太郎、大橋弘嗣

第52回日本人工関節学会 2022年2月

転位型大腿骨頚部骨折症例に対するセメントステムとセメントレスステムを用いた
人工骨頭挿入術における多施設臨床試験　第二報

萩原茂生、中村順一、大前隆則、岸田俊二、
重村知徳、住友純、松浦正典、奥野一真、
飯田哲、大橋弘嗣

第52回日本人工関節学会 2022年2月

患者立脚型評価を用いたTHA術後の患者満足度に影響する因子の同定
前田真吾、大橋弘嗣、渭川徹秀、万代幸司、増田翔、
岡崎史朗、山田修司、吉村知華、乾健太郎

第52回日本人工関節学会 2022年2月

大腿骨頚部骨折におけるの股関節人工骨頭置換術（BHA）アプローチの比較ー後
方アプローチvsCPPアプローチ

岡崎史朗、渭川徹秀、前田真吾、増田翔、大橋弘嗣 第52回日本人工関節学会 2022年2月

膝前十字靭帯再建術前後における軟骨代謝マーカーCOMPの有用性-関節鏡所
見との比較-

西田洋平、橋本祐介、中村博亮 第34回日本軟骨代謝学会 2022年2月

関節リウマチ患者の腎機能維持のためにもタイトコントロールは有効である
橘　拓也、永田浩之、杉岡優子、多田昌弘、
岡野匡志、真本建司、乾健太郎、小池達也

第32回和歌山県整形外科学術集会 2022年2月

膝前十字靭帯再建術前後における軟骨代謝マーカーCOMPの有用性-関節鏡所
見との比較-

西田洋平、橋本祐介、中村博亮 第34回日本軟骨代謝学会 2022年2月

患者立脚型評価を用いたTHA術後の患者満足度に影響する因子の同定
前田真吾、大橋弘嗣、渭川徹秀、万代幸司、増田翔、
岡崎史朗、山田修司、吉村知華、乾健太郎

第52回日本人工関節学会 2022年2月

金属オーグメントを使用した人工股関節再置換術の治療成績
増田翔、大橋弘嗣、吉村知華、山田修司、岡崎史朗、
前田真吾、渭川徹秀、乾健太郎

第52回日本人工関節学会 2022年2月

Dual Mobility Cupを使用した人工股関節全置換術後に頻回脱臼を来した一例
吉村知華、渭川徹秀、岡崎史朗、山田修司、
前田真吾、増田翔、乾健太郎、大橋弘嗣

第52回日本人工関節学会 2022年2月



転位型大腿骨頚部骨折症例に対するセメントステムとセメントレスステムを用いた
人工骨頭挿入術における多施設臨床試験　第二報

萩原茂生、中村順一、大前隆則、岸田俊二、重村知徳、
住友純、松浦正典、奥野一真、飯田哲、大橋弘嗣

第52回日本人工関節学会 2022年2月

CS型TKAにおける脛骨前方引き出し移動量と臨床成績との関係について
渭川徹秀、 万代幸司、 前田真吾、 増田翔、 岡崎史朗、
山田修司、 吉村知華、 大橋弘嗣、 乾健太郎

第52回日本人工関節学会 2022年2月

Intellijoint Hipを用いたカップ設置角度の精度検証
橘拓也、渭川徹秀、 前田真吾、橋村　剛、北村知也、
豊島宗一郎、大橋　弘嗣

第52回日本人工関節学会 2022年2月

Dual Mobility Cupを使用した人工股関節 全置換術後の成績
山田修司、大橋弘嗣、吉村知華、岡崎史朗、
前田真吾、増田翔、渭川徹秀、乾健太郎

第52回日本人工関節学会 2022年2月

リバース型人工肩関節置換術後感染に対してCLAPを施行した1例
橋村剛、間中智哉、伊東陽一、平川義弘、中澤克優、
飯尾亮介、山下竜一、岡田彩夏、窪田直弥、
谷口聡、中村博亮

第52回日本人工関節学会 2022年2月

Gorham-Stout病による大腿骨溶解に対して治療をした1症例
山田修司、大橋弘嗣、吉村知華、岡崎史朗、前田真吾、
増田翔、渭川徹秀、乾健太郎

第62回大阪整形外科症例検討会 2022年2月

前十字靭帯再建術後の軟骨変性における軟骨代謝マーカーCOMP(Cartilage 
Oligomeric Matrix Protein)の有用性

西田洋平、橋本祐介、西野壱哉、木下拓也、
飯田健、中村博亮

第26回スポーツ傷害フォーラム 2022年3月

人工膝関節置換術を要した85歳以上の高齢者の身体機能評
万代幸司、前田真吾、山田修司、吉村知華、
大橋弘嗣、乾健太郎

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

人工膝関節置換術予定の末期膝関節障害患 者の歩行スピードに関連する因子
山田修司、万代幸司、前田真吾、吉村知華、
大橋弘嗣、乾健太郎

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

当院における初回人工膝関節全置換術患者 の骨粗鬆症有病率調査および大腿
骨YAM値に影響する因子の評価

前田真吾、万代幸司、山田修司、吉村知華、
大橋弘嗣、乾健太郎

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

ロモソズマブは骨粗鬆症前治療や脆弱性骨 折既往の有無に関わらず腰椎および
大腿骨で骨塩量を増加させる

安野翔平、飯田高広、山田祐太郎、岡野匡志、杉岡優
子、乾健太郎、脇谷滋之、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

人工膝関節全置換術を受ける直前の膝関節 障害患者におけるロコモティブシンド
ローム、フレイル、サルコペニアの関係

吉村知華、万代幸司、山田修司、前田真吾、
大橋弘嗣、乾健太郎

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

高齢関節リウマチ患者のJAK阻害薬使用に おける継続率と有効性について
小島孝仁、岡野匡志、小池達也、乾健太郎、多田昌弘、
真本建司、山田祐太郎、織田一貴、
万代幸司、安野翔平、飯田高広、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

2010年時点で生物学的製剤使用関 節リウマチ患者の薬剤推移と疾患活動　-
TOMORROW study

吉村仁志、岡野匡志、真本建司、山田祐太郎、
安野翔平、杉岡優子、多田昌弘、乾健太郎、
小池達也、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

関節リウマチ治療薬剤による関節エコーで の関節内滑膜炎所見の違いについて
鷲田伸吾、岡野匡志、藤井亜沙美、吉田祐子、
堂前有加、真本建司、安野翔平、山田祐太郎、
万代幸司、乾健太郎、小池達也、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月



人工膝関節置換術予定の末期膝関節障害患 者における骨密度と骨格筋量、
BMI、ロコモ度との関連

山田修司、万代幸司、前田真吾、吉村知華、
大橋弘嗣、乾健太郎

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

関節リウマチ患者において抗CCP抗体価 の変動は疾患活動性の変動に影響を
及ぼす　-TOMORROW研究-

織田一貴、小池達也、乾健太郎、岡野匡志、
多田昌弘、真本建司、杉岡優子、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

薬剤コントロールされている関節リウマチ患者での腎機能悪化のリスク因子
橘拓也、永田浩之、杉岡優子、多田昌弘、
岡野匡志、真本建司、乾健太郎、小池達也

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

関節リウマチの残存滑膜炎への生物学 的製剤増量は関節破壊を抑制できる　-
STARBOARD調査－

山田祐太郎、岡野匡志、真本建司、
乾健太郎、万代幸司、小池達也、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

JAK阻害薬のD2TRA患者に対する継続率 と有効性の検討
安野翔平、岡野匡志、万代幸司、織田一貴、
山田祐太郎、真本建司、飯田高広、多田昌弘、
乾健太郎、小池達也、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

関節リウマチ患者のJAK阻害薬間でのスイッチにおける継続率と有効性について
岡野匡志、小池達也、乾健太郎、多田昌弘、
真本建司、山田祐太郎、織田一貴、万代幸司、
安野翔平、飯田高広、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

関節リウマチ患者においてグルココルチコ イド投与量をゼロにすれば骨折リスク
は低下する-TOMORROW研究 10 年の結果-

生長弥須蔵、小池達也、真本建司、岡野匡志、
杉岡優子、多田昌弘、乾健太郎、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

低容量グルココルチコイド使用でも関節リ ウマチ患者における臨床新規骨折のリ
スク因子は増加する-TOMORROW研究 10 年目の結果より-

大西勝亮、小池達也、真本建司、岡野匡志、
杉岡優子、多田昌弘、乾健太郎、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

関節リウマチ患者においてFRAX®評価は 実際の 10 年間臨床新規骨折発生を予
測した-TOMORROW研究 10 年の結果より-

真本建司、小池達也、岡野匡志、杉岡優子、
多田昌弘、乾健太郎、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

A case of Gorham-Stout disease with vanishing femur treated with total femur 
replacement

Masuda S, Ohashi H, Yamada S, Maeda S, 
Ikawa T, Minami Y, Ieguchi M, Inui K

AFJO 16th Congress 2022年4月

認知症患者に対する Balloon Kyphoplasty の手術成績
林和憲、辻尾唯雄、河野浩、鈴木亨暢、玉井孝司、
大山翔一朗、豊田宏光、堂園将、兼松文昭、
岩前真由、中村博亮

第51回日本脊椎脊髄病学会 2022年4月

関節リウマチ患者のパワードプラ寛解に影 響を与える因子についての検討
堂前有加、岡野匡志、鷲田伸吾、藤井亜沙美、
吉田祐子、真本建司、安野翔平、山田祐太郎、
万代幸司、乾健太郎、小池達也、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

JAK阻害薬は関節リウマチ患者のクレアチ ンキナーゼを上昇させるか?
多田昌弘、岡野匡志、真本建司、山田祐太郎、
織田一貴、万代幸司、安野翔平、飯田高広

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

掌蹠膿疱症性骨関節炎を含むSAPHO症候 群患者における関節エコー所見から
みた病態の検討

藤井亜沙美、岡野匡志、鷲田伸吾、吉田祐子、
堂前有加、真本建司、安野翔平、山田祐太郎、
万代幸司、乾健太郎、小池達也、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月

高齢発症関節リウマチ患者の JAK 阻害薬 使用における継続率と有効性につい
て

福山建太朗、岡野匡志、小池達也、乾健太郎、
多田昌弘、真本建司、山田祐太郎、織田一貴、
万代幸司、安野翔平、飯田高広、中村博亮

第66回日本リウマチ学会 2022年4月



Dual Mobility Cupを使用した人工股関節全置換術後のFemoral Neck Notchingの
発生率の検討

増田翔、大橋弘嗣、前田真吾、渭川徹秀 第95回日本整形外科学会 2022年5月

悪性軟部腫瘍に伴う表面温度上昇因子の解析
嶋谷彰芳、星学、大戎直人、高田尚輝、伴　祥高、
中村博亮

第95回日本整形外科学会 2022年5月

平均4.5年のデノスマブ治療で重度骨粗鬆症から離脱できた症例は50%以下であっ
た

橋村剛、吉村仁志、村上将一、上松正人、
小島孝仁、廣嶋貴大、永田浩之、小池達也

第95回日本整形外科学会 2022年5月

関節リウマチ患者において、平均わずか1mgのグルココルチコイド使用であっても
骨折リスクとなる -TOMORROW study-

吉村仁志、真本建司、岡野匡志、山田祐太郎、
安野翔平、杉岡優子、多田昌弘、乾健太郎、
小池達也、中村 博亮

第95回日本整形外科学会 2022年5月

末期膝関節障害患者の歩行スピードに関連する因子
山田修司、渭川徹秀、万代幸司、前田真吾、増田翔、
岡崎史朗、吉村知華、大橋弘嗣、乾健太郎

第95回日本整形外科学会 2022年5月

関節リウマチ患者における FRAX® 評価は実際の10年間臨床新規骨折を予測し
た -TOMORROW 研究 10年の結果より-

真本建司、小池達也、岡野匡志、杉岡優子、
多田昌弘、乾健太郎、中村博亮

第95回日本整形外科学会 2022年5月

関節リウマチ患者における抗CCP抗体の経年変化と疾患活動性の関連 -
TOMORROW 研究-

織田一貴、岡野匡志、小池達也、乾健太郎、
多田昌弘、杉岡優子、真本建司、中村博亮

第95回日本整形外科学会 2022年5月

関節リウマチ患者における腰痛悪化の危険因子とその影響
山田賢太郎、鈴木亨暢、高橋真治、乾健太郎、
小池達也、岡野匡志、藪晋人、堀悠介、
豊田宏光、中村博亮

第95回日本整形外科学会 2022年5月

ロモソズマブは併用薬や骨粗鬆症前治療や脆弱性骨折既往の影響を受けずに腰
椎と大腿骨において骨塩量増加効果がある

安野翔平、飯田高広、山田祐太郎、岡野匡志、
杉岡優子、乾健太郎、脇谷滋之、中村博亮

第95回日本整形外科学会 2022年5月

金属オーグメントとセメントカップを使用した人工股関節再置換術の治療成績 増田翔、大橋弘嗣、前田真吾、渭川徹秀、乾健太郎 第95回日本整形外科学会 2022年5月

関節リウマチにおけるJAK阻害薬とクレアチンキナーゼの経時的変化の関連性
多田昌弘、岡野匡志、真本建司、山田祐太郎、
織田一貴、万代幸司、安野翔平、飯田高広、
乾健太郎、小池達也、中村博亮

第95回日本整形外科学会 2022年5月

関節エコーを用いた使用薬剤による関節内滑膜炎所見の違いについて
岡野匡志、真本建司、安野翔平、山田祐太郎、
万代幸司、乾健太郎、小池達也、中村博亮

第95回日本整形外科学会 2022年5月

2010年時点で生物学的製剤を使用している関節リウマチ患者の10 年間 -
TOMORROW studyより-

吉村仁志、岡野匡志、真本建、山田祐太郎、
安野翔平、杉岡優子、多田昌弘、乾健太郎、
小池達也、中村博亮

第95回日本整形外科学会 2022年5月

関節炎が残存する関節リウマチ患者において生物学的製剤増量により関節破壊
を抑制できる -STARBOARD 調査-

山田祐太郎、岡野匡志、真本建司、
乾健太郎、万代幸司、小池達也、中村博亮

第95回日本整形外科学会 2022年5月

⼤腿⾻近位部⾻折患者の⾻格筋量の検討 -TKA患者との⽐較-
岡崎史朗、万代幸司、渭川撤秀、⻄⽥洋平、前⽥真吾、
増⽥翔、兼松⽂昭、⽩隆光、⼤橋弘嗣、乾健太郎

第48回日本骨折治療学会 2022年6月



膝前十字靭帯再建術前後における軟骨代謝マーカーCOMPの有用性-関節鏡所
見との比較-

西田洋平、橋本祐介、西野壱哉、木下拓也、
飯田健、中村博亮

第14回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 2022年6月

人工膝関節全置換術を受けられる85歳以上の超高齢者の身体能力および骨格
筋量について

渭川徹秀、前田真吾、増田翔、岡崎史朗、西田洋平 第14回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 2022年6月

JAK INHIBITORS IMPROVE PATIENT-REPORTED OUTCOMES SUCH AS PAIN 
AND HAQ EARLIER THAN ANTI-IL-6 INHIBITORS

Okano T, Koike T, Inui K, Tada M, Mamoto K, Yamada Y,
Orita K, Mandai K, Anno S, Iida T, Nakamura H

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

THE RELATIONSHIP BETWEEN JAK INHIBITORS AND CREATINE KINASE 
ELEVATION IN PATIENTS WITH RHEUMATOID ARTHRITIS: A REAL-WORLD 
CLINICAL STUDY

Tada M, Okano T, Mamoto K, Yamada Y, 
Orita K, Mandai K, Anno S, Iida T, Inui K, Koike T

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

SHORTENING THE DOSING INTERVAL OR DOSE ESCALATION OF 
BIOLOGICAL DMARDS SUPPRESSED RESIDUAL ULTRASOUND SYNOVITIS 
AND JOINT DESTRUCTION IN PATIENTS WITH RHEUMATOID ARTHRITIS -
STARBOARD STUDY

Yamada Y, Okano T, Mamoto K, Inui K, 
Mandai K, Koike T, Nakamura H

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

ACHIEVING GLUCOCORTICOID FREE MIGHT DECREASE RISK FOR CLINICAL 
FRACTURES IN PATIENTS WITH RHEUMATOID ARTHRITIS - TEN-YEAR 
FINDINGS FROM THE TOMORROW STUDY

Mamoto K, Koike T, Okano T, Sugioka Y, 
Tada M, Inui K, Nakamura H

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

FRAX ASSESSMENT IN PATIENTS WITH RHEUMATOID ARTHRITIS 
PREDICTED THE REAL INCIDENCE OF CLINICAL FRACTURES FOR 10 YEARS 
FROM THE RESULTS OF THE 10-YEAR TOMORROW STUDY

Mamoto K, Koike T, Okano T, Sugioka Y, 
Tada M, Inui K, Nakamura H

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

ULTRASONOGRAPHIC RESIDUAL INTRAARTICULAR SYNOVITIS IS MORE 
SEVERE IN　RHEUMATOID ARTHRITIS PATIENTS TREATED WITH 
PREDNISOLONE

Okano T, Mamoto K, Yamada Y, Mandai K, Anno S, 
Tada M, Inui K, Koike T, Nakamura H

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

ROMOSOZUMAB INCREASE BONE MINERAL DENSITY AT LUMBAR AND 
FEMORAL IRRESPECTIVE OF PREOSTEOPOROSIS TREATMENT、 HISTORY 
OF FRAGILITY FRACTURE AND COMBINATION OF VITAMIN D

Anno S, Iida T, Yamada Y, Okano T, Sugioka Y, 
Inui K, Wakitani S, Nakamura H

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

DRUG RETENTION RATE AND EFFECTIVENESS OF JAK INHIBITOR IN 
PATIENTS WITH DIFFICULT-TOTREAT RHEUMATOID ARTHRITIS

Anno S, Okano T, Mandai K, Orita K, Yamada Y, 
Mamoto K, Iida T, Tada M, Inui K, Koike T, Nakamura H

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

EVEN LOW-DOSE GLUCOCORTICOID USE IS A RISK FACTOR FOR CLINICAL 
FRACTURES IN PATIENTS WITH RHEUMATOID ARTHRITIS: TEN-YEAR 
FINDINGS OF THE TOMORROW STUDY

Yoshimura C, Koike T, Mamoto K, Okano T, 
Sugioka Y, Tada M, Inui K, Nakamura H

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

THE EFFECTS OF TREATMENT RESPONSE AND RISK FACTOR TO INHIBIT 
THE CLINICAL RESPONSE IN PATIETHE EFFECTS OF TREATMENT 
RESPONSE AND RISK FACTOR TO INHIBIT THE CLINICAL RESPONSE IN 
PATIENTS WITH DIFFICULT-TO-TREAT RHEUMATOID ARTHRITIS TREATED 
WITH IL-6 RECEPTOR INHIBITOR、 ABATACEPT AND JAK INHIBITOR

Anno S, Okano T, Mandai K, Orita K, Yamada Y, 
Mamoto K, Iida T, Tada M, Inui K, Koike T, Nakamura H

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

Relationship between walking speed and lower limb skeletal muscle mass in 
patients with knee joint disorders.

Inui K, Mandai K, Maeda M, Masuda S, 
Yamada S, Ohashi H, Ikawa T

Annual European Congress of Rheumatology 
EULAR

2022年6月

粘液型脂肪肉腫治療体系における放射線治療の意義 嶋谷彰芳、和佐潤志、片桐浩久 第55回日本整形外科学会　骨軟部腫瘍学術集会 2022年7月

大腿骨に広範囲骨溶解を来し、大腿骨全置換術を要したGorham-Stout病の1例
増田翔、大橋弘嗣、山田修司、前田真吾、
渭川徹秀、南義人、家口尚、乾健太郎

第55回日本整形外科学会　骨軟部腫瘍学術集会 2022年7月

左人工肘関節の適合不良に対して人工肘関節再置換術を施行した1症例
豊島宗一郎 、山田修司、北村知也、橘 拓也、橋村剛、
前田真吾、嶋谷彰芳、西田洋平、渭川徹秀、白隆光、
兼松文昭、大橋弘嗣、乾健太郎

第63回大阪整形外科症例検討会 2022年9月



骨粗鬆症前治療や脆弱性骨折既往の有無に関わらずロモソズマブは腰椎と大腿
骨で骨塩量を増加させる

安野 翔平 、飯田高広 、岡野 匡志 、杉岡 優子 、
乾 健太郎 、脇谷 滋之 、中村 博亮

第31回日本リウマチ学会 近畿支部学術集会 2022年9月

RA患者における人工肘関節再置換術(revision total elbow arthroplasty)を施行し
た一例

山田 修司 、乾 健太郎 、多田 昌弘 第31回日本リウマチ学会 近畿支部学術集会 2022年9月

D2TRA患者に対するIL-6阻害薬、アバタセプト、JAK阻害薬の継続率と治療効果
の検討

安野 翔平、岡野 匡志 、万代 幸司 、織田 一貴 、
山田 祜太郎 、真本 建司 、 飯田 高広 、多田 昌弘 、
乾 健太郎 、小池 達也 、中村 博亮

第31回日本リウマチ学会 近畿支部学術集会 2022年9月

シンポジウム1：関節リウマチ診療における画像評価の有用性
真本建司、小池達也、岡野匡志、杉岡優子、
多田昌弘、乾健太郎、中村博亮

第31回日本リウマチ学会 近畿支部学術集会 2022年9月

ステロイド使用患者では関節エコーでの関節内滑膜炎が抑制できていない
鷲田伸吾、岡野匡志、堂前有加、矢上亜沙美、
吉田祐子、真本建司、山田祐太郎、安野翔平、
万代幸司、乾健太郎、小池達也、中村博亮

第37回日本臨床リウマチ学会 2022年10月

外傷や手術歴がなく発症した隣接２椎の両側椎弓根骨折の１例 北村知也、白隆光、兼松文昭、乾健太郎、大橋弘嗣 第139回中部日本整形災害外科学会 2022年10月

粘液型脂肪肉腫治療体系における放射線治療の意義 嶋谷彰芳、和佐潤志、片桐浩久 第60回日本癌治療学会学術集会 2022年10月


